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 「すごいなあ。」 

静岡県熱海市の土砂災害のニュースを見てい

た時のことです。現場できゅう助にあたって

いる人たちの中に女性がいました。全身どろ

でよごれて働いている男性の人たちといっし

ょに、その人も必死に動き回っていました。

そこで、わたしは身の回りで働く人たちのこ

とを考えてみました。保育園で子どもたちの

世話をしている保育士には女性が多いです。

実際にインターネットで「保育士」を調べる

と、女性の保育士のイラストや画像が多く見

られます。しかし、わたしが通っていた保育

園には男性の保育士もいました。男性の保育

士も子どもたちといっしょに遊んだり勉強を

教えたりしていました。エプロンをした保育

士もいました。また、３年生の時には社会科

見学で行った消防しょで働いている人たちの

ことも思い出しました。男性の消防士は１０

０人以上いました。一方、女性の消防士は、

５人くらいの印象でした。 

 このように、職場によって男性と女性の働

く人のわり合は大きくちがっています。わた

しは子どもの世話になれているからとかや体

力が必要だからとかによりこのようなちがい

があるのだと考えました。そうした中でも保

育士や消防士になりたい人は性別にかかわり

なく働いているのだと思います。 

 さらにわたしは父と母に職場のことを聞い

てみました。父がつとめている市役所では男

性と女性はほぼ同じくらい働いています。ま

た、役職に女性を積極的に登用しています。

女性が子どもを産むために長い間休んでも職

場にもどりやすいようになっています。男性

が、子どもの面どうをみるための休みを取り

やすくする取り組みもあるそうです。 

「仕事を続けたい女性には働きやすい場所だ

よ。」 

と父が言っていました。 

 母は、わたしをふくめて子どもが３人いま

すが、仕事を続けています。昔は仕事をした

くても、女性というだけで男性より会社に入

ることがむずかしかったと教えてくれました。 

また、せっかく会社に入っても出産するため

にやめる人がほとんどだったそうです。母が

「昔のままだったら､仕事を続けるのはむず

かしかったかな。」 

と言っていました。 

 仕事の内容によって男性が働きやすい職場、

女性が働きやすい職場は必ずあると思います。

その中でも性別にかかわりなくがんばって仕

事をしている人がいます。しょう来わたしに

は、いろいろな仕事につくことができる可能

性があります。これも今までの人たちが、性

別にかかわりなく働くことができるかんきょ

うを作ってきてくれたおかげです。わたしも

大人になり社会の一員になったら、みんなが

自分の働きたい仕事について、それが続けら

れるように周りに働きかけたいと思います。 

 

 


